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このたびは、
当社のレンタルシャワーをご使用いただきまして
ありがとうございます。
いつまでも安全に、快適にご使用いただくために、
この取扱説明書を最後までお読みください。

各部の名称　　　　　　　　　２

取り付け方法　　　　　　　　３

カートリッジ交換方法　　　　７

ご使用上の注意　　　　　　　８



各部の名称

■ 本体

給水口 出水口

本体カバー

カートリッジ用
Oリング ( 白 )

カートリッジ

底フタ用
Oリング ( 白 )

底フタ

固定リング

シャワー

Oリング

給水口ホース（１ｍ）

出水口ホース（１.６ｍ）

ゴムパッキン (2 個 )

ゴムパッキン (1 個 )

アダプター (5 個 )

固定台 残留塩素測定試薬
(１包み 1回  ２包入 )

サービスレンチ

■ 付属品



取り付け方法

本体を上下逆さにして、固定リングを矢印の
方向に手で回して取り外してください。
底フタを外してください。
※折り曲げるように開けてください。
本体カバー奥の中央にカートリッジ端の凸を
差し込みます。この時カートリッジ両端にそ
れぞれカートリッジ用Ｏリング（白）が付い
ていることを確認してください。
※カートリッジには上下の区別はありません。
　カートリッジを回しながら差し込むと容易
　に差し込めます。
底フタの内側中央にカートリッジ端の凸を差
し込み、固定リングを底フタ側から差し込み、
本体カバーのねじとあわせて、手で締めてく
ださい。
※底フタを回しながら差し込むと容易に差し
　込めます。

本体を上下元に戻して上から、本体カバーを
押しながら固定リングを矢印の方向に回して
最後まで締めてください。

はじめにＲシャワーⅡの本体にカートリッジをセット
してください。（ＲシャワーⅡの本体にはカートリッジ
はセットされていません。）

１．カートリッジのセット方法
（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

固定リング

底フタ

本体カバー

カートリッジ

固定リング

底フタ



２．シャワーホースの取り外し
サービスレンチによりシャワーホース
を水栓から取り外します。

３．給水口ホース（１ｍ）の取り付け
２．のシャワーホースを取り外した箇所に付属品の給水口ホース（１ｍ）を、
ゴムパッキンを間に入れて取り付けます。
この時サービスレンチの 23㎜を使用します。

※ねじの外径が合わない場合は付属品アダプター
　５種類の内から適合するアダプターを選定して
　ください。

サービスレンチ

２
５

２
７

２
８

２
３

※サービスレンチは上記のナットに合う
　ようになっています。

シャワーホースを取り外す時は、サービス
レンチをご使用下さい。

給水口ホース（１ｍ）

サービス
レンチ

合わない場合には
アダプター使用

アダプター

アダプター用

ゴムパッキン ゴムパッキン



４．本体と給水口ホースの取り付け
給水口ホース（１ｍ）を、ゴムパッキンを間に入れて本体

　　（外周側）へ接続します。
　　この時、サービスレンチ２３㎜を使用します。

５．本体とシャワーの取り付け
(１) 本体に出水口ホース（１.６ｍ）を取り付けます。

※回転ホース金具の反対側を、平ゴムパッキン
　を間に入れて本体に接続し、サービスレンチ
　で取り付けます。

給水口ホース用

サービスレンチ

シャワー

(２) 固定台に本体を
　　差し込みます。

Oリング

回転ホース
金具

出水口ホース（１.６ｍ）

ゴムパッキン

サービスレンチ

ゴムパッキン

固定台



（３） 出水口ホース（１.６ｍ）に付属品のシャワーを取り付けます。
　　 この時、シャワーと回転ホース金具を手でしっかりと締め付けてください。

シャワー取り付け例
良 い 例 悪 い 例

Oリング Oリング

Ｏリングがしっかり
収まる

Ｏリングがネジ山にある時に
回転ホース金具を取り付けると
Ｏリングがはみ出してしまう

６．シャワーのお手入れ方法

スクリーンははずして洗えます。

リング

Ｏリング

スクリーン
リングを回して
はずす

リングを回して
締める



押　し
つける

カートリッジ交換方法
注）底フタを外すと本体から水が出ますので、洗面器などの水受をした状態で作業を
　　行ってください。

１. 本体を立てた状態で固定
　  リングを矢印の方向に手
　  で回して外します。

２. 固定リングを外した状態で
　 通水しますと底フタが外れ
　 ます。使用済のカートリッ
　 ジを取り出します。

４. 本体カバーを逆さにして本体カバー
　  の奥の中央に交換用カートリッジ端
　  の凸を差し込みます。
　  この時カートリッジ両端にそれぞれ
　  カートリッジ Oリング ( 白） が付い
　  ていることを確認してください。
　 　※カートリッジには上下の区別は
　　　 ありません。
　　 　カートリッジを回しながら差し
　　　 込むと容易に差し込めます。
　  底フタの内側中央にカートリッジ端
　  の 凸を差し込みます。
　  固定リングを底フタ側から差し込み
　  本体カバーねじと合わせて、手で締
　  めます。
　　 ※底フタを回しながら差し込むと
　　　 容易に差し込めます。

５. 本体の上下を元にもどして、
　  本体カバーを上から押しなが
　  ら、 固定リングを矢印の方向
　  に回して最後まで締めてくだ
　  さい。

３. 底フタにセットされ
　  ているＯリングを交
　  換します。

押　し
つける

本体カバー
本体カバーを
上から押しつ
けながら行う
と、固定リング
は回しやすい
です。



ご使用上の注意

２．本体は、平坦で安定した場所に設置してください。
　　清掃等で本体を動かす際には、ホースをひっぱったりせず、本体を持ち上げるように
　　してください。

３．シャワーは、従来の操作で使用可能です。
　　※取り付け後の通水は、本体内にエアーが溜まっているので、数秒間水が出ないこと
　　　がありますが、故障ではありません。
　　シャワーをご使用になるときは、お湯の温度を確認してください。　

５．はじめてご使用されるとき、ビニールホース等の臭いがでる場合があります。
　　約 1週間程度で臭いは消えますので、安心してご使用ください。

水の検査
これは、浄水された水が正常であるかを確認する検査です。

確認方法
① コップに浄水後の水 ( 約 50 cc) をとり
　 ます。
② 付属部品の残留塩素測定試薬を１袋加
　 えます。
③ かき混ぜて、無色透明であることを確
　 認してください。
　（判定は 1分以内で行ってください。）
残留塩素測定試薬は、水道水の中に含ま
れている残留塩素の有無を測定する試薬
です。塩素が残留していると試薬はピン
クに変色します。
※但し、1分以上おくと残留塩素がない
状態でも変色します。ご注意ください。

〈注意〉
● ご使用後のコップ等は、よく洗って
　 からご使用ください。
● 残留塩素測定試薬及び残留塩素測定
　 試薬の入った水は、飲まないように
　 注意してください。
● 手などに触れた場合、石けんでよく
　 洗ってください。
● 万一、目や口に入った場合はよく水
　 洗いした後、医師にご相談ください。
● 幼児の手の届かない場所に保管して
　 ください。

４．  ＲシャワーⅡの取り付け後に、付属部品の残留塩素試薬で、浄水された水が正常であ
　　るかを確認してください。（以下の「水の検査」を参照ください）

１．給湯加圧ポンプの付いていない太陽熱温水器 ( ソーラー ) の場合はご使用できません。
　　※高低落差利用のソーラーは、給湯水圧が低いために温度調節ができません。
　　 



本　体：高さ 195㎜・外径 100 ㎜　

給水口ホース 1ｍ・出水口ホース 1.6ｍ

呼び径　　13㎜

０～６０℃
高温にご注意ください、カートリッジ故障の原因になります。

0.３MPa 　( 約３kgf/ ㎠ )

９/min （動水圧１kgf/ ㎠ )

90,000 

一日約 240使用した場合、カートリッジ使用限界12ヶ月

外 形 寸 法

耐 圧（動水圧）

付 属 ホ ー ス

給 水 口

耐 熱 温 度

吐 出 量

浄 水 能 力

カ ー ト リ ッ ジ
交 換 時 期

※　記載内容の性能・仕様が変更される場合があります。

水質により異なります。






